
第1学年「国語」学習指導案
2月18日(木) 1階D室

単元名 r夕日のしずく」

単元について

単元目標

物語文『タ日のしずく■は,「きりん」と「あり」の二人の会話を中心に織かれてぃる。大きなきり

んと小さなありを対比的に描き,それぞれの世界をそれぞれが体験し,そこから生まれるあたらしい世

界をそれぞれの視点からあまんきみこさんらしく優しい表現で描かれてぃる。

物話文の絖みの学習では,2学期から物語のなかの疑闇や不思議をみんなで者え,読んできた。今回
も,みんなの身漸剖や不思議だなと感じたところを,いっしょに考え,読み進めたい。

子どもたちが不思議に思う場而としては,「ありは,ぎりんになにかいいたいと思ったのに,なぜこ

とぱが出なかったのか」,「きりんは足もとになにをみつけたのか」,「なぜ夕日のしずくという題名になっ
ているのか」などがだえられる。こうした子どもたちの身断剖から,本文を読みたい。様々な読みとりが

生まれる場面でもある。こうした友だちとの感じ方や読みの違いを聴き合い,感じ合い、様々な読みが
交錯する而白さを子どもたちに感じてほしいと芳える。

3 学習指導計画(全9時間/7時間目)

①音読を楽しみ,初発の感想・感想を交流する a時問)

②きりんとありの性格や特徴を考える(2時問)

③場而展開を者える(2時間)

④不思議なところ,疑問をみんなで交流する(2/3時問)

・みんなの疑闇や不思議をみんなで脊え合う。

「ありは,きりんになにをいいたかったの?」【本11打

「きりんは足もとになにをみつけたのかな?」

臂夕日のしずく』つてなに?どぅして題名にしたのかな?」

⑤好きな場面,お気に入りの場而を紹介し合う,終わりの感想を交流する。 a時問)
4 本時の学習について

(1)本時のねらい

友だちの考えをよく聴き,白分の者えを持つ。

(2)予想される本時の展開

物語の描写を感じ,登場人物の気持ちを考える。
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主な学習活動と子どもの姿

音読

本時の課題について確認する。

「ありは,きりんになにをいいたかった

のかな?」

3 芳えを交流する。

それぞれの考えについて質問したり,

意見したりして話し合う。

向分の考えについて振り返る4

口授業後の話し合いで話題にしたいこと

1年生の物語文の学び方について札冱交流したいと考えています。

0本時の場面の確認

0課1選の確認

0それぞれの老えをイ云え,ミ舌し合う。

・いろんな捉え方があることに気づかせたい。

・異なる読みの述いについて気づかせたい。

0愆見交流の中からいろいろな気づきを生み出したい。

・多様な読みを感じ合いたい。
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